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〔付見〕
プルーストの作品については，翻訳のあるものは，それをおおいに参考にしたこ
とを付け加えておく。
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立教大学大学院文学研究科
フランス語フランス文学専攻
博士予備論文
19乃年度
ジィド『贋金つかいたち』の構造
修士論文
1979年度
テクスト『固定観念』の読解一意識の経験の学として
ロブ＝グリエー曖昧さとだまし絵をめぐって
18世紀におけるロマンの極限－マルキ・ド・サドの
『ジュスチーヌ』の3つのヴュルショソについて
カミュ『幸福な死』論序説一証言と創造のあいだ
アラン＝フルニュ論
断腸の詩－ゲィニーの初期宗教詩篇
シモーヌ・ヴュイユとスペイン市民戦争
Etudes sufん♪わ抑β〟占月言ゎ知
立教大学文学部フランス文学科
学部論文
197，年度
フロベール『聖アントワーヌの誘惑』について
フランスの推理小説　CHARI－ES ExBRAYAT：£肋
抑掠れ少ゐ動物前の翻訳から
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59
ギヨーム・アポリネール『愛されぬ男の歌』について
言語と心象（レイモソ・ラディゲ論）
アンドレ・ジッドと彼のキリスト教
アントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリ論
一行動と死
フォーレとヴ声ルレーヌーヴュルレーヌの詩による
17の歌曲
『ナジャ』とアンドレ・プルトン
詩でありつづけるために（ボードレール論）
一ヴォワイヤンの言葉－ランボーの言語意識について
デュ・ベレー『哀惜詩集』における31番目のソネか
らの展望
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